
■保育所待機児童数    平成 22 年１月初日現在                      平成 22 年 1月 1 日 

年齢 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 
保育所 待機 誓約 待機 誓約 待機 誓約 待機 誓約 待機 誓約 待機 誓約 待機 誓約 合計 
第１（あまだのみや) 2 3 2 4 

 
1 

   
1 

  
4 9 13 

第２（あさひ） 4 2 2 5 2 1 1 2 1 1 
  

10 11 21 
第３（くらやま） 7 3 1 1 

 
1 

 
3 2 

   
10 8 18 

計 13 8 5 10 2 3 1 5 3 2 
  

24 28 52 
交野 2 1 

 
4 

 
2 

     
1 2 8 10 

わかば 2 1 
 

2 
 

2 
  

1 
   

3 5 8 
ふじが丘 7 3 1 3 

 
3 

      
8 9 17 

倉治 4 1 
 

7 
 

1 
     

1 4 10 14 
私部 2 2 

 
2 2 1 

   
1 1 

 
5 6 11 

第２きんもくせい 2 2 
          

2 2 4 
星田 

 
7 4 7 3 3 

      
7 17 24 

計 19 17 5 25 5 12 
  

1 1 1 2 31 57 88 
合計 32 25 10 35 7 15 1 5 4 3 1 2 55 85 140 

※待機とは「保護者が 1日 6時間以上月 20日以上就労、就学や病気、障がいを有するなどで、入所希望期日に入所できない状態
にある児童」。  誓約とは「待機児童の基準を満たしていない状態にある児童や預けられたら働きたい世帯」 

    

日
本
共
産
党
が
提
出
し
て

い
る
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
を
現
行

通
り
運
行
す
る
内
容
の
「
交
野

市
福
祉
バ
ス
条
例
案
」
は
、
23

日
の
市
議
会
都
市
環
境
福
祉

常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、

26
日
の
市
議
会
本
会
議
で
採

決
さ 

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

２
台
に
削
減
に
よ
り
非
常
に
不
便 

 
 

２
台
へ
の
削
減
案
は
、
倉
治

コ
ー
ス
（
運
行
時
間
42
分
）

と
郡
津
コ
ー
ス
（
同
35
分
）

を
統
合
し
た
新
コ
ー
ス
（
同

51
分
）
と
し
、
星
田
コ
ー
ス

（
同
48
分
）
も
路
線
変
更
し

た
新
コ
ー
ス
（
同
58
分
）
と

し
て
い
ま
す
。 

 

１
回
の
巡
回
時
間
が
延
び

る
こ
と
に
よ
り
、
乗
車
時
間
も

長
く
な
り
、
障
が
い
者
・
高
齢

者
や
妊
婦
な
ど
へ
の
体
へ
の

負
担
も
増
え
ま
す
。 

 

１
回
の
巡
回
時
間
が
延
び

る
こ
と
に
よ
り
、
１
日
の
便
数

が
減
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

催
し
な
ど
に
参
加
す
る
場
合
、

今
ま
で
よ
り
早
い
時
間
の
便

に
乗
り
、
遅
い
時
間
の
便
で
帰

る
こ
と
に
な
り
、
か
か
る
時
間

が
大
幅
に
増
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
所
要
時
間
は
、
妙
見

東
２
丁
目
か
ら
い
き
い
き
ラ

ン
ド
へ
卓
球
や
プ
ー
ル
に
行

く
場
合
、
現
在
の
行
き
の
所
要

時
間
は
12
分
、
帰
り
は
46
分

で
す
が
、
削
減
の
新
コ
ー
ス
は

行
き
に
40
分
、
帰
り
に
98
分

と
倍
以
上
の
時
間
が
か
か
り

ま
す
。 

 

３
台
か
ら
２
台
に
減
ら
せ

ば
、
非
常
に
不
便
に
な
り
ま

す
。 

 

市
内
保
育
園
で
は
定
員
を
越
え
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
待
機
児
童
は

い
っ
こ
う
に
減
り
ま
せ
ん
。
中
上
さ
ち
子
議
員
は
、
入
所
希
望
者
も
多
い
こ

と
か
ら
、
待
機
児
童
は
弾
力
化
で
は
な
く
保
育
所
の
新
設
・
増
設
で
解
消
す

る
こ
と
を
３
月
議
会
で
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 【
質
問
】
「
育
休
明
け
保
育
を
申
し
込

ん
だ
が
入
れ
な
い
」
「
パ
ー
ト
や
求
職

中
は
順
番
が
回
っ
て
こ
な
い
」
、「
経
済

的
理
由
で
働
き
た
い
」
な
ど
、
入
所
希

望
者
は
増
え
て
い
る
。 

待
機
児
童
数
は
何
人
か
。
又
さ
ら
に
弾

力
化
で
き
る
人
数
は
。 

【
質
問
】 
弾
力
化
で
待
機
児
童
が
解

消
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

公
社
用
地
や
市
の
未
使
用
地
を
使
っ

た
公
立
保
育
所
建
設
や
、
国
の
「
安
心

こ
ど
も
基
金
（
＊
）
」
を
活
用
し
た
解

消
策
を
す
す
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
答
弁
】 

府
内
49
施
設
で
、
基
金
を

活
用
し
た
新
設
や
増
設
が
行
わ
れ
て

い
る
。
保
育
所
の
新
設
や
増
設
も
考
え

ら
れ
る
が
、
財
政
状
況
を
考
え
る
と
困

難
で
あ
る
。
今
一
度
、
解
消
策
に
つ
い

て
、
民
間
園
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。 

福
祉
バ
ス
条
例
の
制
定
を 

  

＊
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
と
は 

国
の
保
育
所
等
緊
急
整
備
事
業
の
一

環
、
『
民
間
園
が
待
機
児
童
解
消
に
む

け
、
施
設
の
創
設
・
分
園
や
老
朽
化
改

築
な
ど
の
事
業
に
補
助
。
補
助
割
合
は

国
２
分
の
１
、
市
町
村
４
分
の
１
、
設

置
者
４
分
の
１
負
担
』
と
な
る
。 

 

公公
社社
のの
土土
地地
利利
用用
やや  

「「
安安
心心
ここ
どど
もも
基基
金金
」」
のの
活活
用用
でで
保保
育育
所所
のの
新新
設設･･

増増
設設
をを  

弾弾
力力
化化
でで
のの
待待
機機
児児
解解
消消
はは
むむ
りり  

【
答
弁
】 

 

市
内
の
保
育
園
10

園

【
要
望
】 

子
育
て
へ
の
財
政
支
援
を

惜
し
ん
で
い
た
ら
、
子
育
て
し
に
く
い

ま
ち
と
し
て
若
い
世
帯
が
離
れ
て
行

く
。
自
治
体
の
責
任
と
し
て
、
待
機
児

童
の
解
消
策
を
緊
急
に
す
す
め
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。 

    

 

※
表
面
よ
り
続
く 

合
わ
せ
て
１
１
１
５
人
の
定
員
で
あ

る
が
、
弾
力
化
で
１
２
２
３
人
ま
で

受
け
入
れ
て
い
る
。
１
月
現
在
の
待

機
児
童
は
140
人
で
あ
る
が
、
弾
力
化

で
入
所
で
き
る
の
は
30
人
で
あ
る
。 


